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１．概要（Summary） 

金属表面への高分子による表面修飾により、生体適合

性を向上させることを目的とした。エックス線光電子分光

分析装置 (XPS)による金属表面の分析から、PMB30 

(poly(2-methacryloyloxyethyl phosphorylcholine 

(MPC)-co-n-butyl methacrylate) with a 0.30 MPC 

unit mole fraction (MPC polymer))による表面加工を

検証した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

エックス線光電子分光分析(XPS)装置 

【実験方法】 

サンプル金属を電気伝導性カーボンテープに塗して測

定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

XPS を用いて試料表面の O、C、N、P 成分について

評価した。Fig.1(a~d)にそれぞれ O 1s、C 1s、N 1s、P 

2pのXPスペクトルを示す。これらの結果より、O 1s、C 1s

のピークが確認でき、N 1s、P 2pのピークは確認できなか

った。試料表面に PMB30 は確認できず、化学固定等の

手法で表面へ PMB30 の固定を試みる必要があることが

わかった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

共同研究者の産業技術総合研究所細胞分子工学研

究部門 分子機能応用研究グループ 寺村 裕治様及び

機器を利用させてくださったNPFの担当者様に感謝いた

します。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

Fig. 1 (a) O 1s, (b) C 1s, (c) N 1s, and (d) P 2p XPS. 
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